Ｈ２５　宗像市文化芸術活動事業補助金交付の審査項目

１．事業助成の審査項目

申請書類を基本に、次の項目によって審査します。
	審査項目
	評価の視点
	評価
	重点

配分
	点数

	１　事業の目的

	①
	必　要　性
	市の文化芸術政策に必要性の高い事業であるか。

（ビジョンを踏まえた事業内容となっているか）
	３点
	×6
	18点

	②
	地　域　性
	宗像市の長所・課題・特徴を踏まえた目的になっているか。
	３点
	×4
	12点

	２　事業の内容

	③
	実　現　性
	目的の達成が期待できる内容となっているか。
	３点
	×5
	15点

	④
	広報・告知
	事業の広報や告知を積極的に行なう内容が盛り込まれているか。
	３点
	×4
	12点

	３　事業計画と実施体制

	⑤
	実　行　性　１
	事業計画、スケジュール等が実行可能な方法であるか。
	３点
	×2
	6点

	⑥
	実　行　性　２
	事業に必要な人材と自己資金の確保の目処が立っているか。
	３点
	×2
	6点

	４　団体運営の継続性・自立性

	⑦
	活動の継続性
	事業終了後、解散したりせず、継続的な団体運営が期待できるか。
	３点
	×2
	6点

	⑧
	団体の自立性
	行政や補助金に依存せず、運営のビジョンを持ち、自立しているか。
	３点
	×2
	6点

	５　事業別配点

	⑨
１

つ
選

択
	まちづくり

人材育成
	事業内容は創造性に富み、先駆性があるか。
	３点
	×6
	18点

	
	地域伝統文化
	伝統性を失うことのない事業となっているか。
	３点
	×6
	18点

	
	次世代育成
	次世代を担う青少年などの感性や心を豊かにしたり、取り巻く課題の解決に資する内容か
	３点
	×6
	18点


· 発展性は事務局での事前審査項目とし、審議会審査項目から除外する。
· 公益性は地方自治法第232条の2「公益上の必要」を①で審査し、団体・会員の私益とならないかを事務局での事前審査項目とする。

２．評価項目

（１）個人評価は「１０項目ごとの３段階評価」で実施します。

評価の基準は以下のとおりです。１人あたりの最高点は評価点に重点配分倍率を掛けた９９点に基礎点（評価外の無条件得点）１点を合わせた100点満点です。

	点　数
	３
	２
	１

	評　価
	助成対象として優れている
	助成対象として

適当
	助成対象として

不適当


（２）個人評価の結果をまとめた集計表を基に審査委員が合議し、総合評価を実施し、対象事業、助成額を選定します。

（３）全委員の総得点平均が50点に満たない場合は、助成はできないこととします。
３．審査項目詳細説明
①ここで公益性を担保します。市の政策（10年ビジョン）の推進のために必要なものかどうかを確認します。市ビジョンを踏まえた内容であれば、市にとって必要な事業となります。それはつまり、地方自治法上で補助の条件となっている市の公益上の必要に該当します。

②地域性は昨年までは、地域題材であるかどうかがフォーカスされましたが、宗像市の長所・課題・特徴を踏まえた目的になっているかを審査します。地域性≠地域題材ではないです。もちろん地域題材を使用することで宗像市の特徴をアピールする内容は評価して良いです。
③新項目です。事業内容が目的達成できるかのロジック部分を審査します。

④審議会での要望からです。参加者を増やすことが自立、公益につながるという理由から審査項目としました。

⑤⑥前回と変わらずです。

⑦⑧前回と変わらずです。

⑨事業の３区分ごとに性格が異なる部分をここで採点します。申請区分により審査項目を３択します。

※これまで、交付申請書の項目に対応した「期待される効果」という審査項目がありましたが、「必要性」の項目と重複しているので、削除し、その分の配点をまんべんなく配分しています。
